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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年4月21日(2011.4.21)

【公表番号】特表2011-506654(P2011-506654A)
【公表日】平成23年3月3日(2011.3.3)
【年通号数】公開・登録公報2011-009
【出願番号】特願2010-537357(P2010-537357)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/64     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/62     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｆ２１Ｖ   9/08     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/64    ＣＰＭ　
   Ｃ０９Ｋ  11/62    ＣＱＨ　
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４１０　
   Ｆ２１Ｖ   9/08    　　　　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月3日(2011.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一次光源と、該一次光源に前置された発光物質とを備えるコンバージョンＬＥＤであっ
て、
　前記一次光源は、４２０ｎｍ以下の短波長のビーム領域で放射し、
　前記発光物質はホスト格子としてのＢＡＭシステムからなり、前記光源のビームを少な
くとも部分的に長波長のビームに変換するコンバージョンＬＥＤにおいて、
　前記光源の表面にＢＡＭ発光物質が、薄膜として最高で５０μｍまでの層厚で直接被覆
されており、
　前記ＢＡＭ発行物質の一般的化学量論比は
　（Ｍ１－ｒＭｇｒ）Ｏ＊ｋ（Ａｌ２Ｏ３）であり、ただしｒ＝０．４から０．６、Ｍ＝
ＥＡｅＥｕ１－ｅ、ＥＡ＝Ｂａ，Ｓｒ，Ｃａ、
　ｅに対してはｅ＝０．５２から０．８、ｋに対しては１．５から４．５が当てはまるこ
とを特徴とするコンバージョンＬＥＤ。
【請求項２】
　前記ＢＡＭ発光物質は化学量論比
　ＭｘＥｕ１－ｘＭｇ１＋ｄＡｌ１０＋２ｆＯ１７＋ｄ＋３ｆ

を有し、
　ここで０．２≦ｘ≦０．４８；
０≦ｄ≦０．１；
－０．１≦ｆ≦１．０であることを特徴とする請求項１記載のコンバージョンＬＥＤ。
【請求項３】
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　化学量論比は
　ＢａｘＥｕ１－ｘＭｇＡｌ１０Ｏ１７

であり、
　ｘに対しては０．３５≦ｘ≦０．４５が当てはまることを特徴とする請求項１記載のコ
ンバージョンＬＥＤ。
【請求項４】
　化学量論比は
　ＢａｘＥｕ１－ｘＭｇＡｌ１０Ｏ１７

であり、
ｘはｘ＝０．３５から０．４８の領域に設定され、
ｚ＝０．６５から０．９９５に設定されることを特徴とする請求項１記載のコンバージョ
ンＬＥＤ。
【請求項５】
　化学量論比は
　ＢａｘＥｕ１－ｘＭｇ１＋ｄＡｌ１０＋２ｆＯ１７＋ｄ＋３ｆ

であり、
　ここで、
０．２≦ｘ≦０．４８；
０≦ｄ≦０．１；
－０．１≦ｆ≦１．０であることを特徴とする請求項１記載のコンバージョンＬＥＤ。
【請求項６】
　請求項１から５までのいずれか１項記載の、一次放射を変換するためのコンバージョン
ＬＥＤであって、
一次放射のピーク波長が３００から４２０ｎｍの領域にあるコンバージョンＬＥＤ。
【請求項７】
　発行物質は以下の化学量論比を有する：
｛（１－ａ）＊（０．８２［Ｂａｘ］Ｅｕ１－ｘＯ）＊６［Ａｌ２Ｏ３］）｝＊ａ（Ｂａ

ｘＥｕ１－ｘＭｇＡｌ１０Ｏ１７）
ここでａは基本的に０≦ａ≦１により規定され、ａは少なくとも０．２であり、
ｘに対する値は少なくとも０．５２から０．８であることを特徴とする請求項１記載のコ
ンバージョンＬＥＤ。
【請求項８】
　Ｍｎがコ・ドーピングとして使用される請求項１から７までのいずれか１項記載のコン
バージョンＬＥＤ。
【請求項９】
　請求項１から８までのいずれか１項記載のコンバージョンＬＥＤを備える照明システム
において、
　光源が、３００から４２０ｎｍの領域にピーク波長がある一次ビームを放射し、
　変換に使用される発光物質は、ＢＡＭタイプのホスト格子のアルミン酸塩であり、Ｅｕ
単独またはＥｕとＭｎがドープされており、
アルミン酸塩は次の化学量論比を有し：
ＭｘＥｕ１－ｘＭｇ１－ｙ＋ｄＭｎｙＡｌ１０＋２ｆＯ１７＋ｄ＋３ｆ

　ここで、
０．２≦ｘ≦０．４８；
０≦ｙ≦０．３；
０≦ｄ≦０．１；
－０．１≦ｆ≦１．０であることを特徴とする照明システム。
【請求項１０】
　光源は、ＩｎＧａＮをベースにするＬＥＤであることを特徴とする請求項９記載の照明
システム。
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【請求項１１】
　光源は、ＩｎＧａＮをベースにするＬＥＤを備える照明モジュールであることを特徴と
する請求項９記載の照明システム。
【請求項１２】
　前記ｅに対しては、ｅ＝０．５５から０．６５であることを特徴とする請求項１記載の
照明システム。
【請求項１３】
　前記ｘに対しては、０．３５≦ｘ≦０．４５であることを特徴とする請求項２記載の照
明システム。
【請求項１４】
　前記ｘに対しては、０．３５≦ｘ≦０．４５であることを特徴とする請求項５記載の照
明システム。
【請求項１５】
　前記一次放射のピーク波長は、３４０から４１０ｎｍの領域にあることを特徴とする請
求項６記載の照明システム。
【請求項１６】
　前記ａは、少なくとも０．８であり、ｘに対する値は、ｘ＝０．５５から０．６５であ
ることを特徴とする請求項７記載の照明システム。
【請求項１７】
　前記ｘに対しては、０．３５≦ｘ≦０．４５であり、前記ｙに対しては、０≦ｙ≦０．
２であることを特徴とする請求項９記載の照明システム。
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